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立方体に内接する四面体 

 

 １辺４㎝の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあります。また，直角をはさむ２辺の長さがの比が３：４の三角

形において，３辺の長さの比は３：４：５となります。 

 

（１）図１において，ＡＩ＝１㎝で，点Ｊと点Ｋはそれぞれ立方体の辺の中点です。このとき，四面体Ｉ

ＪＫＣの体積を求めなさい。 

 

（２）図２において，ＡＩ＝１㎝，点Ｊは辺ＦＧの中点，点Ｋは対角線ＣＨとＤＧの交点です。このとき，

四面体ＩＪＫＣの体積を求めなさい。 

 

（３）図３において，ＡＩ＝ＣＬ＝１㎝，点Ｊは辺ＦＧの中点，点Ｋは対角線ＣＨとＤＧの交点です。こ

のとき，四面体ＩＪＫＬの体積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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立方体に内接する四面体（１）９
１

３
㎝３ （２）６

２

３
㎝３ （３）５㎝３ 

 

（１）図４において，長方形ＩＣＧＭを作り，ＧＭとＪＫの交点をＮとします。ＩＣ＝５㎝，ＣＧ＝４㎝で

すから，三角形ＩＣＮの面積は５×４×
１

２
＝１０（㎝２）です。長方形ＩＣＧＭが立方体の底面に対し

て垂直となっているので，四面体ＩＪＫＣを三角形ＩＣＮを底面とする２つの三角すいＪ－ＩＣＮとＫ

－ＩＣＮをあわせた立体として，体積を求めます。 

三角すいの高さを求めるために，立方体を上から見た図５に，点ＪおよびＫを通ってＩＣと平行な直

線をかきこみます。○と●で示した角度の関係により，影をつけた直角三角形は辺の長さの比が３：４：

５となりますから，□＝（２＋１.５）×
４

５
＝

１４

５
（㎝）です。これが２つの三角すいの高さの和です

から，１０×
１４

５
×

１

３
＝９

１

３
（㎝３）です。 
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（２）図６において，（１）同様に長方形ＩＣＧＭを作り，ＪＫとの交点をＮとします。四面体ＩＪＫＣを，

三角形ＩＣＮを底面とする２つの三角すいＪ－ＩＣＮとＫ－ＩＣＮをあわせた立体として，体積を求め

ます。 

   三角形ＩＣＮにおいて，長さ５㎝の辺ＩＣを底辺としたときの高さを求めるために，立方体を真上か

ら見た図７と真正面から見た図８を利用します。図７において，影をつけた三角形の相似によりＫＮ：

ＮＪ＝３：４です。図８において点Ｋは立方体の底面ＥＦＧＨから２㎝の高さにあり，点Ｊは底面ＥＦ

ＧＨに含まれますから，点Ｎは底面ＥＦＧＨから２×
４

７
＝

８

７
（㎝）の高さにあります。よって，三角

形ＩＣＮの高さは４－
８

７
＝

２０

７
（㎝）です。こうして，三角形ＩＣＮの面積が 

５×
２０

７
×

１

２
＝

５０

７
（㎝２）であることがわかります。 

２つの三角すいＪ－ＩＣＮとＫ－ＩＣＮの高さの和は（１）と同じく
１４

５
㎝ですから，体積の和は，

５０

７
×

１４

５
×

１

３
＝６

２

３
（㎝３）です。  
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（３）図９において，（２）同様に長方形ＩＣＧＭを作り，ＪＫとの交点をＮとして，四面体ＩＪＫＬを三

角形ＩＬＮを底面とする２つの三角すいＪ－ＩＬＮとＫ－ＩＬＮをあわせた立体として，体積を求めま

す。 

   まず，三角形ＩＬＮの面積を求めます。立方体を真上から見た図１０において，ＯＣ＝
５

２
㎝ですから，

ＮＣ＝
５

２
×

４

７
＝

１０

７
（㎝）です。よって，（２）で求めた点Ｎの面ＥＦＧＨからの高さが

８

７
㎝であるこ

ととあわせると，図１１のようになります。図１１において，三角形ＩＬＮの面積は長方形ＩＣＧＭか

らよけいな図形の面積を引く事で求めます。 
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２つの三角すいＪ－ＩＬＮとＫ－ＩＬＮの高さの和は（１）（２）と同じく
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